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はじめに

クサガメ(Mauremys reevesii)は中型のイシガメ科(Geoemydidae)の一種で，現在，日本列島の広い範

囲で普通にみることのできる淡水生カメ類の一種として知られている(Ernst and Barbour, 1989；Lovich

et al., 2011；TTWG, 2017)．21世紀初期まで，このカメは日本列島から朝鮮半島や台湾および中国にか

けて広く生息する広域分布種と考えられていたが(例えば，中村・上野, 1963；千石, 1979；疋田, 2002)，

現在では日本列島と台湾の集団の在来性は強く疑われている(Suzuki et al., 2011；Fong and Chen,

2010)．なかでも日本列島の集団は，化石が国内では全く見つからないことに加え，国内の遺跡からも骨

遺存体が確認されていないこと(Hirayama et al., 2007；平山, 2007)と18世紀以前の古文書に記録が認

められないことより，江戸時代後期に大陸から人為移入された可能性が指摘されていた(疋田・鈴木,

2010)．さらに2011年には，大陸と台湾および日本列島のクサガメの集団を対象とした分子系統学的解析

の結果から，日本列島と国外の集団との間でミトコンドリアDNAの塩基配列に違いがほぼ，ないし全くな

いことが明らかにされた(Suzuki et al., 2011)．こうした分子系統学的解析の結果と古文書学，考古学およ

び古生物学的な知見をあわせ，現在では日本列島に分布するクサガメは，江戸時代後期(およそ200年

前)に大陸から人為的に移入されたと一般に考えられている(Suzuki et al., 2011)．

日本列島のクサガメ集団が大陸を起源とする外来集団であることは，Suzuki et al. (2011)と同様のアプ

ローチによる近年の研究でも強く支持されている(Oh et al., 2017; Asami et al., 2019)．一方，クサガメが

江戸時代後期に日本列島に移入されたとする見方は，このカメの国内の分布域が明治30年頃までは西

日本に限られていた可能性が高いことと，和名の多様性がニホンイシガメと比べて明らかに乏しいこと，古

文書の記録が19世紀初期以後に限られていること，といった間接(状況)証拠を用いた解釈(疋田・鈴木,

2010)にもとづいているため，これを裏付ける古文書や別の分野の資料による補強あるいは検証が望ま

れていた．近年，クサガメが江戸時代後期に関東地方や九州地方で見られていたことを示唆する古文書

がいくつか新たに見出され，この見方を補強してきた(後藤, 2015；2017)．その一方，クサガメの化石や遺

跡産骨遺存体は，依然として発見されていないとされ(平山・伊左治, 2010；髙橋, 2015)，このことも，この

カメの日本列島への人為移入と定着が江戸時代後期に起こったとする説(疋田・鈴木, 2010)を支持してき

た．しかしながら，化石はともかく遺跡から検出された脊椎動物の遺存体は，ほんの一部の代表的なもの
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のみが発掘調査報告書に記録・図示されることが一般的であり，また適切な比較標本を用いた検討がな

されないためか，同定結果に問題を含む例がしばしば指摘されている(例えば，Takahashi and Ota,

2014；髙橋, 2015)．さらにこうした発掘調査報告書は，毎年2,000題ほどのタイトルが印刷される一方で

広く一般に流通しない(高田他, 2015)．こうしたことから，遺跡産の出土資料には，近代以前の日本列島

におけるクサガメの情報が含まれている可能性が大いに残されていた．

こうした背景のもと，近年，筆者らの研究グループは，未報告のものも含め遺跡より出土した淡水カメ類

の骨遺存体についての分類学的な再検討を行ってきた．その結果，広島県福山市の草戸千軒町遺跡の

中世後期のものと考えられる土坑より出土した脊椎動物の骨遺存体の中より，わずか１点ながらクサガメ

の断片的な背甲の骨要素が確認された(Takahashi et al., 2019)．そこで本稿では，Takahashi et al.

(2019)により報告されたクサガメの骨遺存体の概要と，その考古動物学的意義について紹介し，このカメ

の日本列島への移入の時期と今後期待されるこの分野の研究について述べてみたい．

草戸千軒町遺跡より確認されたクサガメの骨遺存体の概要

草戸千軒町遺跡は福山市の河口域に位置する中世の町遺跡(図１；Takahashi et al., 2019：FIG.１)

で，この遺跡の中世後期(15世紀中～後期；土器編年による)の土坑(SK2422の名称が与えられている)を

充填していた堆積物より，イシガメ科の甲羅(図２)の一部が確認された．この土坑からは，海水生硬骨魚

(マダイ亜科)やホンドテン，イヌの骨遺存体の出土も報告されている(石丸・松井, 2008)．イシガメ科の骨

標本(HPMH-30A00392)は，互いに縫合接続した右第２および右第３肋骨板からなる単一個体に由来す

図１．草戸千軒町遺跡の位置

（Takahashi et al. [2019：FIG.１]を一部改変）．

図２．草戸千軒町遺跡の15世紀中～後期のものと考

えられる土坑より出土が確認されたクサガメの右第２お

よび第３肋骨板からなる骨遺存体（Takahashi et al.

[2019：FIG. ２]を一部改変）．標本（HPMH-30A00392）は

広島県立歴史博物館に収蔵されている．スケールバー

は１cmを表す．
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するので，完全な形で保存されていた．肋骨板の側方の化骨が十分進んでおらず，またサイズも小さいこ

とから，この個体は亜成体の段階にあったと考えられる．

このカメの骨遺存体の分類学的帰属，つまりどの種類のカメに同定されるのかを明らかにするために，

日本列島に現生分布する固有種ニホンイシガメ(Mauremys japonica)とクサガメだけでなく，在来性が疑

われているものの近畿地方にも分布が知られるミナミイシガメ(M. mutica；同種の個体群は中国，ベトナ

ム，台湾，および八重山諸島に分布［Yasukawa et al., 1996］)に加え，大分県の安心院の鮮新世の地層

から知られるハナガメ(M. sinensis; 現生集団はは中国南部とベトナムおよび台湾に分布［TTWG,

2017］)およびカントンクサガメ(M. nigricans；中国南部に分布［TTWG, 2017］)，さらに日本列島が島嶼と

して最初に成立したとされる中期中新世以降の地層より知られるイシガメ科の絶滅種４種(ニホンハナガメ

M. nipponica，タネガシマハナガメM. tanegashimensis，ヤベイシガメM. yabei，ミヤタハコガメCuora

miyatai［これらの化石種の詳細はTakahashi et al., 2019を参照されたい］)と比較を行った．草戸千軒町

遺跡産のカメ遺存体は，六角形の椎骨板の前側方の辺が後側方のそれよりも短い(この特徴は直接，遺

存体標本にはあらわれていないものの，肋骨板の内側部の形から確認できる)という特徴を持っている点

で，ミヤタハコガメとは明瞭に異なっていた．そこで残りのイシガメ属８種について詳細な比較をすすめたと

ころ，肋骨板に明瞭かつ連続した隆条(キール)を持つことなどの特徴をクサガメと排他的に共有すること

が明らかとなった(図３；Takahashi et al., 2019:FIG.３およびTABLE １)．この結果より，草戸千軒町遺跡

より確認されたイシガメ科の骨遺存体はクサガメに同定された．

図３．草戸千軒町遺跡より確認されたクサガメの骨遺存体（HPMH-30A00392）と日本列島の現生イシガメ科３種お

よび中期中新世から更新世にかけての堆積物より化石が知られる５種との間の右第２および第３肋骨板の背面観に

おける形態の比較（Takahashi et al. [2019：FIG.３]を一部改変）．連続して前後に伸びる隆状（キール）は，比較の対象

とした８種のうちクサガメにのみ認められる．略号： CBM-PV千葉県立中央博物館収蔵標本；IGPS：東北大学総合学

術博物館収蔵標本；MTE：南種子町教育委員会管理標本；OUS-AT：岡山理科大学高橋研究室管理標本；YY：安川

雄一郎氏管理の未登録標本；．CBM-PV 686はHirayama et al. (2007：Figure ９)を，MTE１はTakahashi et al. (2013：

FIGURE ４)をもとに作図した．各種の図は学名を基準にして配置した．大きさは反映されていない．



草戸千軒町遺跡のカメの由来と利用

草戸千軒町遺跡の15世紀中～後期の堆積物から確認されたクサガメの骨遺存体は，これまでに知られ

ていた最古の古文書記録(およそ200年前；疋田・鈴木, 2010)よりも大幅に古く，このカメが中世後期(およ

そ500年前)には福山市に持ち込まれていたことを示唆している．草戸千軒町遺跡は福山市の芦田川下流

域に位置する小規模な地域密着型の港町とされ，この地域一帯の物流の拠点としての機能は有していた

ものの，大型船が接岸できるような大規模な港湾施設を持たないため，瀬戸内海の広域流通網への窓口

として存在していたと考えられている(岩本, 2000)．クサガメの遺存体と同じ時代の堆積物からは，ほかの

地域の陶器(岡山県の備前焼や亀山焼など)だけでなく国外(中国や朝鮮半島，ベトナム)の陶磁器などの

遺物が少なからず出土しており，これらは当時，この港町では物流が盛んであったことを示している(鈴

木，1994)．この遺跡の15世紀末期から16世紀初期にかけての堆積物からは，おびただしい数(40個体以

上)のニホンイシガメの遺存体が出土している(後藤, 2013)一方，クサガメの骨遺存体は上述のわずか１

個体分しか検出されていない．こうしたカメの出土状況と同時代の陶磁器などの出土物にもとづけば，今

回確認されたクサガメは，草戸千軒町遺跡周辺の淡水環境で採集されたものではなく，近隣の流通拠点

港を経由して間接的に大陸からもたらされた可能性が考えられる．

クサガメの遺存体には解体痕や紐をつける穴，焼いた形跡などは全く確認できないため，当時の草戸

千軒町に暮らしていた人々が，クサガメをどのように利用していたかは定かでない．ただし，同じ土坑から

は食用に用いられたと考えられる脊椎動物の骨遺存体(海水生硬骨魚類やイヌ，テン)が検出されている

ことから，これらと同様に消費されたのであろう．クサガメの遺存体よりもやや後の時代(15世紀末期～16

世紀初期)の堆積層から大量出土したニホンイシガメのなかには，明瞭な解体痕を伴う甲羅が多く含まれ

ていた(後藤, 2013；髙橋, 未公表データ)．このことは，当時の草戸千軒町の人々にとってクサガメは稀な

動物で，また食利用の対象として一般的な動物ではなかったことを示唆している．

考察と今後の課題

草戸千軒町遺跡の中世後期の土坑から確認された骨遺存体の発見により，日本列島におけるクサガメ

の最古の記録は，これまで文献資料より示唆されてきた江戸時代後期よりも300年ほど古い中世後期ま

で遡ることとなった．このクサガメの記録は，主に分子系統学的解析の結果にもとづいたクサガメが大陸よ

り西日本へ持ち込まれたとする説(Suzuki et al., 2011)と矛盾しない．一方，この骨遺存体を含め遺跡産

の動物に関する資料は，当時の人との関係を示唆するものの，採集地や運搬経路についての直接的な

情報を伴わない．このため，草戸千軒町遺跡から出土した骨遺存体をもとに，クサガメが中世後期の日本

列島に移入・定着していたかどうかを言及することはできない．上述の説に従い，かつ草戸千軒町遺跡の

中世における港町としての規模や位置づけと物流状況をふまえると，クサガメが江戸時代後期以前の日

本列島において“草戸千軒町”へただ１個体のみ持ち込まれたとは考えにくい．食用や薬種としての利用

および飼育や放生(Suzuki et al., 2011；後藤, 2016；Oh et al., 2017)などの需要により，江戸時代後期よ

り前の時代においてもクサガメがいくつかのルートを経て日本列島へ持ち込まれた可能性は大いに考えら

れる．もし少なからぬ個体数のクサガメが複数回にわたり持ち込まれていたならば，それらの中には野外

へ逃げたり放たれたりしたことにより，繁殖集団を形成したものもいたかもしれない．

近年，野外において同所的に分布するニホンイシガメとクサガメの間で生じた交雑個体がしばしば報告
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されるようになり，さらにこれらのなかには第２世代以降の個体も含まれていることが明らかにされてきた

(Kato et al., 2010；Suzuki et al., 2014)．こうした種間交雑を介した遺伝子浸透により，日本列島の固有

種であるニホンイシガメの遺伝的独自性の喪失が強く懸念されているが，実際のところどれほどの期間，

ニホンイシガメがこうした遺伝的攪乱にさらされてきたのかは全くわかっていない(太田, 2015)．今後の新

たなクサガメの骨遺存体や化石の発見と，こうした標本を対象とした古代DNAの抽出による分子系統学

的解析の試みは，現在の日本列島で見られるクサガメの起源についての新たな知見だけでなく，これから

の固有種ニホンイシガメの保全のありかたとクサガメの取り扱いに関する議論(Suzuki et al, 2014)を進め

るうえで有用な情報をもたらすと考えられる．
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